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前回の非行少年の人格特性たらびに非行人格の形成に影響すると考えられる家庭環境の研究・)IC
おいて，非行少年除一般少年に比してその親子関係、のあり方に問題がるり， ととに親子聞の態度や・
感情に矛盾葛藤が多いととがわかった。少年が親の態度・考え方をどのように受けと り， 影響をう
けているかが問題とたる。本報告は非行少年は一般少年と比較して親の影響をどのように異ヲて受・
け取っているかを，親子聞の類似，親への同一化の面より明らかにしようとした。
親子聞の類似，親への同一化について除，種k 主主る研究法があるが.Lazowick町.Bieriらりは
Semantic differential による知覚された類似性による同一化の測定が有効たととを明らかにし
た。 Semanticdifferentialは被験者自身が他人と直接的に比較するととはたいので，面接法に
比較して間接的といえ，同一化，類似の測定に副次的条件の参加を少〈するととができる。かつ，
結果の数量化の容易た点がるる。とれらより本研究においては Semanticdifferentialを測定。
方法として採用した。
目 的
一般少年と非行少年の親子間類似，同一イとの相遣を Semanticdifferential tとより明らかにし
ようとした。
手続及び方法
Osgoodら町の表より，両極性の形容詞の対30組をえらび7段階の評定尺度を作製し?と。悌1
( 1 ) 
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第 1褒形容詞 の表
表〉被験者少年は，(1)自己自身， (2)自己の父親，
(3)母親のそれぞれの性格に対して，少年の父親
おおきい ちいさい 親u.せ切っ 不.1.親んe切。 君主らびに母親比 ω自己自身と， (5)少年の性格
やわらかい かたい あら守ほ~~、 ζまやか について評価し，それぞれ7段階の尺度上の適
あまい からい 肱派 手で 私議
当主E個所に印をつける。
おだやか はげしい しめ守ているかわいている
とれより少年の知覚せる本人の性格，父親友
きびしい やさしい おくびkう 議議
ふかい あさい 信tん心EんJ深島かい 信しん仰と，J1むk 
らびに母親の性格，両親の知覚し?と自身および
うれしい かなしい のびのび 緊-ん張・'1) している
少年の性格についてのsemanticprofileを画
にぷい するどい あたたかい 。冷めfこい
くととができ，また semanticspace上の位
萱ぃ かるい ぼんやり はっきり 置の差より， (1)少年の知覚した親の評価値と少
あかるい くらい あつい うすい 年自身が認める本人のそれとの差より，知覚さ
きたない きれい かどのある まるい れた同一化の程度を，(2)父たらびに母親が自身
。強1 い 弱い きびきび のろのろ 行った評価と少年自身の評価との差より，親自
にどっているすがすがしい薪らしい
ふる 身の認知する性格と少年のそれとの類似度を知古い
上巴1)ひ品ん げ下 ひ品ん おそい はやい りうる。前者と後者とを比較して，少年の親へ
しずか にぎやか せまい ひろい の同一化が自己の知覚とする父母像か，親自身
の認めるそれのいずれに対しておζたわれるか
が推知される。
各評価の聞の差を見るためにOsgoodらに君主らって，それぞれの30次元の尺度値の差dを求め
D=v，Ed'を算出した。比較される両者のDの差が少いほど類似度は高いととに君主る。
調査対象は大阪市内の4つの脊少年補導センターにおいて補導された男子高校生とその父母，対
照群として大阪市内莱高等学校男子生徒とその父母を選んだの非行少年は主として，怠校，家出，
喫煙，不良交遊，金品持出，乱暴主主どの理由で補導されたものが主たものである。両群の人数は第
2表の如くである。
第2事監 査勧験者数
|高 1I高 2 I高 3I針
ヨド 少年 19 37 10 66 
行 父 6 12 2 20 
群 母 13 23 7 43 
一 少年 38 42 41 121 
般 父 38 35 35 108 
群 母 38 40 38 116 
jC， 一般少年群は昭和36年2月におと君主った。
調査は非行少年に対しては，各補導センターに
おいて個別的~， 一般少年に対しては，その学校
において集団的に実施した。両群の父母に対して
は家庭において評定せしめ回収した。少年は両親
の現存するものを選んだが，両親共回収でき主主い
もの，片親しか回収できたいものがあり，少年に
比して父母の人員の減少があった。調査は非行少
年群は昭和35年11月より同36年3月までの期間
( 2 ) 
各群聞のDの値は第3表の通り。 ζれによれば，
1) 各評価の関係はいずれも非行群
フ~;一般群に比してその差が大きい。第
L 2行より， 父君主らびに母の性格に
ついて評価し?と値と自己に対する評価
値との釜比いずれも非行群が一般群
より大きい。親自身が評価した性格と
少年自身のそれとの差も，父母いずれの場合においても非行群が大きい。とれらより親への同一化
は一般群が大きいといえる。
2) 親の少年に対する評価ι少年自身の評価との差も，非行群が一般群よ り大きい。 ζの両者
の類似の程度からみて，少年に対す理解は一般群の親の方が適格といえる。
3) 少年の親に対する評価と親自身 事席4量廃 }般少年の学年.JIDの値
の評価との差は父母いずれの場合も非
行群が大きい。との両者の類似の程度
からみると，少年の親の性格の評価を
通じての理解除一般群の方がすぐれて
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結果並びに考察
?
、，????
? ?
いると考えられる。
4) 少年自身の評価と少年の知覚する父母像， および親自身の評価との差をみると，少年の親に
対する同ーイヒはいずれも一般群が大であるが，非行群においては少年が評価した父よりも父自身が
評価したものに，母親自身の評価より少年の評価した母に同一化の程度r.t大きい。 一般群では逆の
関係が見られる。
5) 少年の自身の評価と父母自身の評価，少年の父母についての評価と父母自身の評価，少年の
父母についての評価と少年自身の評価のそれぞれの関係において，非行群はいずれも父親に関する 、
ものが差が小さし少年自身の評価と父母の少年に対する評価については母についてが差が少泣
い。一般群では上記各関係はいずれも母親に関するものの方が差が小さい。同一化，類似の程度を
みるとき，傾向として一般群は母親についての関係に， 非行群は父親に関する方に大きいと考えら
れる。同一イヒの場合の結果ぽ土居町の非行少年は一般少年に比して，父親よりも母親に対して同一
化を示すものが多いξいう結果と相反する。測定方法の差によるものか，対象選択の遣いによるも
のであるか明らかではたい。
6) 上記の点につき膏年期の急激主主心理的変化をあわせて考えるとき，学年別にその発達過程を
.比較考察すべきであるが，非行群の人員が少友いため一般群の値を学年別に比較すれば第4表のよ
うである。父母いずれの場合も第3学年において， 少年自身の評価と親自身の評価の差は最大と左
札学年の進むにつれて親子間分離の傾向がみられる。父親の場合，少年の知覚する父親の性格と
( 3 ) 
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少年自身のそれとの差も第3学年において最大と君主り同一化の程度は最小と怠る。母親についてP
場合は逆に差は少くたり，同一化は強く主主る。父母の少年に対する知覚の場合も同様であり第3学了
年においてその差は最大，最小を示す。少年自身と父母自身の釘咽の差はいずれも第3学年におい・
て最大とたる。親子聞の分離は母親に比して父親に対する方が大きい。
要 約
。一般少年と非行少年との人格特性の相遣を親子間頚似，親への同一化の面より明らかにしよ
うとした。
2) Semantic differential tとより，30対の形容詞からたる7段階の semanticscaleを製作ー
し一般高校男子 (121名)，非行男子高校生 (66名)およびモの父母について調査した。
3) 被験者少年は本人自身および父母の性格について， 父母は自己自身および少年の性格についa
てそれぞれ30の尺度に言平定した。
4) 少年自身の評価した値の差より， 同一化の程度は父母いずれに対しても一般少年が非行少年。
より も大きい。 同一化は一般少年においては父親の場合，少年の知覚する父に，母親の場合は母自
身の認めるそれに他に比して大きし非行少年では父母逆の関係にたる。
5) 親の少年に対する評価と少年自身の評価との差よ り，類似度からみた少年に対する理解は一
般少年の親の方が適確といえる。逆の評価の場合の結果も同様に親に対する理解除一般少年がすぐ
れている。
6) 同一化，類似の程度陰， 傾向として一般少年は母親に非行少年は父親に関するものが大き
v、。
7) 一般少年に沿いては学年の進むにつれて親子間分離の傾向が強くたるが， 父親が母親に比しm
て大きい。
(本報告は昭和35年度大阪府青少年問題協験会委託研究費による研究の一部である〉。
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Summary 
This study was designed to measure of the percei led similarity aspect of 
identification among the delinquent and normal boy. Osgood's semantic 
differential was used as the measuring instrument. The list of adjectives is 
modified from that used by Osgood et al. aec'. contained thirty adjective 
pairings with a seven-point scale. Two groupJ of senior high school boy and 
his parent were used as Ss， consisting of 66 delinquent boys in one group and 
121 normal boys in tr.e ;:>ther group. Boy was asked to rate himse)f， his 
father， and his moνφη1 ~ tにυ-ム，
mother we町reasked tωo r悶at旬む L出】h士ms詑elve久， and their bc:y on the same dimension. 
As民c∞or問eof perceived similarity to e~ ごh person W2S obtained from t出hesemantic 
differential by computing a d必jffc.アコーcescore (D score). It was considered that 
S was most strongly similar to th紅 、.son¥ .ho had tbe lower D score. D score 
for tbe identification wa!>こonsiderE:don the same principle. The major results 
are 
(1) Ncrmai boy， as agroup， tend to form stronger identification witb eacb 
parent tban do eelinquent boy. 
(2) Boy's rating himself was compared witb both boy's rating parent and 
parent's rating boy. 1n normal， boy more identified with mother rating by 
herself than with mother rating by boy and more witb fater rating by boy 
tban with fatber rating himself， altbough trends in this direction were 
reversed in delinquent boy. 
(3) From the similarity between parent's rating his boy and boy's rating 
bimself， parent's understanding of boy's personality would be more correct in 
normal group tban in delinquent， and this trend would be the same about boy' 
s understanding of his parent personality. 
(4) Judging from tbe degree of identification or similarity， normal boy tend 
to identify witb mother and delinquent boy do with fatber. 
(5) Erom the change of similarity， psycbological alienation of boy from 
the parent was increased with the age of boy and it's size and increaτement 
were g!eater to father than to mother. 
( :l ) 
